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5. おわりに 

 

 本報告においては，平成23年（2011年）東北地方太平

洋沖地震による港湾施設の被害および復旧に関する技術

資料を，現時点で取りまとめた。本報告のとりまとめに

関する分担を表-5.1.1に示す。 

  

表-5.1.1 執筆者等一覧 
 項目 執筆者 

1.  はじめに 宮島 
2. 東北地方太平洋沖地震における地震動と津波 

 2.1 地震の概要 野津，小泉，坂田 
 2.2 地震動 野津 
 2.3 津波 富田 
3. 各港湾の施設被害および復旧概要  
 3.1 対象港湾一覧 宮島 
 3.2 北海道開発局管内の港湾 小泉，坂田，林，早川，

宮島 
 3.3 八戸港 富田，水谷，青木，佐瀬，

山本，宮島 
 3.4 久慈港 鈴木，山路，青木，佐瀬，

山本，宮島 
 3.5 宮古港 中川，菅野，青木，佐瀬，

山本，宮島 
 3.6 釜石港 下迫，山﨑，青木，佐瀬，

山本，宮島 
 3.7 大船渡港 竹信，下迫，青木，佐瀬，

山本，宮島 
 3.8 気仙沼港 有川，宮田，宮島 
 3.9 女川港 菅野，有川，宮島 
 3.10 石巻港 栗山，森川，青木，佐瀬，

山本，宮島 
 3.11 松島港 宮田，大矢，宮島 
 3.12 仙台塩釜港 森川，栗山，青木，佐瀬，

山本，宮島，小濱，宮田

 3.13 相馬港 大矢，富田，青木，佐瀬，

山本，宮島 
 3.14 小名浜港 山﨑，鈴木，青木，佐瀬，

山本，宮島 
 3.15 茨城港 小濱，加島，西谷，白井，

宮島 
 3.16 鹿島港 高橋，加島，西谷，白井，

宮島 
4. まとめ  
 4.1 地震動と津波 宮島，富田，野津 
 4.2 外郭施設の被害と復旧の概要 宮島 
 4.3 係留施設の被害と復旧の概要 宮島 
 4.4 水域施設の被害と復旧の概要 宮島 
 4.5 
 4.6 
 4.7 
 4.8 
 4.9 

その他の被害 
地震動と被害の関係について 
複合災害について 
液状化について 
岩ズリについて 

宮島 
野津，小濱 
小濱，大矢 
佐々，山﨑 
佐々，山﨑 

5. おわりに 宮島，小泉 
上記に係る資料収集・整理および作

業促進 
浅井，菅野，遠藤，原田，

竹信，福田，坂田 

 

この地震における地震動および津波による港湾施設の

被害が広域的かつ甚大なものであったことから，臨海部

立地企業の被災や物資輸送機能の停止等が発生し，産業･

物流にも大きな影響を与えることとなった。特に東北地

方においては，コンテナ物流等によるサプライチェーン

に支えられる製造業，エネルギー産業，製紙業，畜産業，

水産業等，いずれの基幹産業も港湾に大きく依存してい

ることから，港湾施設の復旧もこれら産業活動の再開に

対応することが強く求められることになり，企業活動に

極力支障を生じないよう，復旧時期や工法を調整する等

の配慮がなされた1)。本報告に示した図表等のみから直

接，復旧事業におけるそのような配慮を読み取ることは

必ずしも容易ではないが，復旧工法の選定にあたっては，

原形復旧を原則としつつ多くの選択肢の中からその時点

で最適な工法を選択していく調整が繰り返されている．  

また，東北地方太平洋沖地震の後，中央防災会議等に

おいて「防災」とともに「減災」が重要であることが強

調され，防波堤や海岸保全施設等のハード対策によって

津波による被害を軽減しつつ，各施設の設計対象津波を

超える津波に対しては避難を中心とするソフト対策を重

視すべきとの考え方が示された2)。「減災」実現のため

には，避難時間をより多く確保するように施設の効果が

粘り強く発揮できる構造物に関する技術開発が不可欠で

ある。これまでにもいくつもの研究成果例えば3)が報告され

ており，さらなる検討や技術開発が求められる。 

特に，現地での調査において，地震動が作用した後に

津波が作用した複合的な被害も確認されており4)，地震

と津波の複合被害に関する研究も今後の課題となり，検

討が必要である． 

（2015年2年16日受付） 
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